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提出する書類に不備がないか確認してください。

＊未記入箇所や書類不備・不足等がある場合は、選考において不利になる場合があります。

＊願書に書かれた内容と異なる事実が発覚した場合には減免が取り消されることがありますので注意してください。

＊学生本人が記入すること。

〒　　　　　　－　　　　　

〒　　　　　　－　　　　　

携帯TEL： 自宅TEL：

家族住所

学籍番号

↑

居住形態

カ　ナ

携帯番号 E-mail

氏　名

生年月日（西暦） 年齢 配偶者

　　　　　年　　　　月　　　　日 　　　　　　　　　才 有　・　無

現住所
自宅　・　自宅外

最終学歴　学校名(高校等)

新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変した
世帯の学生に対する2020年度後期授業料減免申請書

提出日：2020年　　  　月　　　　日

添付書類チェック欄

公的支援受給証明書等　※該当者のみ

証明書名称：

家計急変前と急変後の所得を証明する書類（給与明細書、所得が分かる帳簿等）

家計支持者の2019年（令和元年）分の所得証明書

振込口座申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科　　　　　　　　　　　　年次
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＜今年度の学費負担の状況＞

１．全額保護者が負担 ２．全額学生本人が負担 ３．一部を保護者が負担 ４．一部を学生本人が負担

５．学内奨学金を利用 ６．日本学生支援機構奨学金を利用 ７．その他の奨学金を利用

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜支援対象要件に関すること＞

（国や地方公共団体が実施する公的支援を受けた証明書を提出できる者）

（今年の所得見込が昨年の所得と比較し1/2以下になっている者）●対象要件②の場合

　

　　　　　　　　　　　　　　　　円/月　　×12　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　　減少後の給与・所得　　　　　　　　　　　　　2020年所得見込

※給与所得者は給与明細書を提出
※給与所得者以外は、事業主名（家計支持者の氏名）の「収入（売上）」と「支出
（経費）」が記載された「帳簿」等を提出

2020年所得見込
　※給与所得者　841万円以下であること
　※給与所得者以外　355万円以下であること

収入減少後の給与・所得等の一月分を12倍するなどして算出

2020年所得見込
　※2019年の所得と比較して1/2以下であること
　※給与所得者　841万円以下であること
　※給与所得者以外　355万円以下であること

収入減少後の給与・所得等の一月分を12倍するなどして算出

　

　　　　　　　　　　　　　　　　円/月　　×12　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　　減少後の給与・所得　　　　　　　　　　　　　2020年所得見込

※給与所得者は給与明細書を提出
※給与所得者以外は、事業主名（家計支持者の氏名）の「収入（売上）」と「支出
（経費）」が記載された「帳簿」等を提出

　学費の負担方法について該当するものすべてに○をつけて下さい。

2019年所得金額
　※所得証明書を提出

　　　　　　　　　　　円

氏　名

職業

●対象要件①の場合

勤務先又は屋号

新型コロナウイルスの影響を受けた家計支持者

続柄

受給した公的支援の名称
　※受給証明書を提出
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※本人除く。　離別・死別は記入しない。父子・母子家庭は一方のみ記入。

同居　　・　　別居

大学記入欄続柄 年齢

＜家族状況〉

父

出身地名 （ ） 出身
自宅外通学

(家族と離れて学生単独で
生活している場合)

＜特別控除等＞ 大学記入欄

母子・父子世帯 　父子家庭  ・  母子家庭  ・  単独家庭（両親不在） 死別　・　生別（親の離婚等）

母

新型コロナウイルスの影響による家計の変化及び修学の状況について記述してください。

職業及び勤務先又は学校名（学年）氏　　　名 申請者と同居・別居

同居　　・　　別居

同居　　・　　別居

同居　　・　　別居

同居　　・　　別居

同居　　・　　別居

同居　　・　　別居

＜家計の状況や修学意欲について＞
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